
トムソン・ロイターの財務報告書作成
ツールが選ばれる理由

法定報告書作成

法定報告書作成プロセスをコント
ロール
今日のビジネス環境において、財務報告義務に従った正確かつ迅速な財務諸表作成は極
めて重要です。企業では従来、これが時間のかかる手作業で行われ、世界各国で常に改
定される法規制を常に把握しておく必要もありました。ONESOURCE Statutory Reporting
は、財務報告書作成プロセスを組織全体で統一化、標準化し、時間短縮、ミスの軽減、
法規制遵守の徹底を可能にします。

財務諸表作成作業の最大効率化を狙い開発されたONESOURCE Statutory Reportingは、各
国・地域の法規制に対応した柔軟で使いやすいソリューションです。これをプラット
フォームに財務諸表の情報やデータを管理でき、企業基準も組織全体で保たれます。

ONESOURCE Statutory Reportingなら、4大会計事務所から提供される確かな最新情報に
基づき、直感的に操作できるスマートな方法で世界各国の報告義務に対応できます。

効率性 管理 柔軟性

最新の会計基準開示要件 – 新規・改定
開示要件が報告書に素早く反映され、
開示情報と最新要件との合致に不安が
なくなります。

データ取得は1度 – 1カ所でデータを収
集し、保存すれば、再入力によって生
じるミスがなくなります。変更も1度
すれば報告書のすべての該当箇所に反
映されます。

自動化 – 数字の切り上げ、注釈／ペー
ジ番号付け、参照先の記載、ロール
フォワード手続きを自動化すれば、報
告書作成作業がスピードアップし、正
確さも高まります。また、ソースデー
タと報告書とがリンクされた裏付け
ワークペーパーの作成も可能です。

完全な監査証跡 – 標準ワークペーパー
によって、調整を含め、試算表を起点
に完全な監査証跡が残り、報告書を立
証できます。

4大会計事務所からの情報提供 –  4大
会計事務所から提供される質の高い、
完全なベストプラクティス情報が役立
ちます。コンテンツは定期的に更新さ
れ、最新の会計基準に対応できます。

企業基準の維持 – 共通の注記・情報開
示の更新をグループ内全体で管理し、
企業報告書の正確さ、品質、一貫性を
維持できます。

開示情報の柔軟性 – 標準テンプレー
トを使って新しい開示情報を報告書
に盛り込んだり、カスタマイズした
り、あるいは独自の開示情報の作
成・管理も可能です。

スマートな表エディター – 独自のス
マートな表エディターは直感的に使
いやすく、好みの表示形式で表作成
ができます。

公式・変数設定 – 独自の公式や変数
を設定し、報告書内のデータとのリ
ンクやデータ参照が可能です

“ ONESOURCE 
Statutory Reporting 
で作業がスピード
アップしました。報
告書作成時間30日分
の短縮です””

ONESOURCE Statutory 
Reportingユーザー



搭載された照合機能によって元の計算書とのチェッ
クができます。

直感的に使えるエクスプレッションビルダーで、取得した
ソースデータをレポート内に手早くリンクできます。
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